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BUG MAP 2
美術大学に通う学生たちが制作したイラストや写真、テキスト、レイアウトに

よって、BUG周辺のアートスポットや、一緒に巡りたい場所を紹介するマップです。

※掲載情報はすべて2024年12月時点のものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　Google Map →

●5  ロボットと入店できますと書い

てある。

愛犬と入店できるお店は見たこと

があるけれど、これは初めてだ...

一体どんなロボットが来店するの

だろうか？ドラえもんのような未来

ももうすぐそこに待っているのか

もしれない。

※24年11月時点での情報です。現在

はこちらの掲示はございません。

●10 東京駅周辺をぶらぶらと歩い

ているうちに、建物の入れ替えが

激しいこの土地に記念碑とかって

あるのかな？と、ふと思った。気

になって調べると、なんと大きな

道路のど真ん中に建っているら

しい。

ヤン・ヨーステンさんという人の記

念碑なのか。八重洲の語源になっ

た人でもあるらしい。ヨーステン、

耶楊子（やようす）、八代洲（やよ

す）そして八重洲（やえす）。

●2   八重洲周辺。

見渡す限り、定規で引いた直線直線直線！...たまに..曲線！な

足元も空もぴっっっっちり覆われたまち。

囲われきった息苦しさの中、

ばったり出会ったどでかい柱。

木影がきらきら揺らぐのは、魚群があそぶ水船かも。

背後にずむんと鎮座した、郵便ポストの傾きも愛おしい。

●28 公園なのにエレベーターがあ

る！公民館のような佇まいの公園

である。

しかも、公園が階層化している！

いや、公園だって縦に伸びてもい

いことに気付かされた。コンクリー

トジャングルの中の小さな公園。そ

ばには首都高速道路の出入り口、

公園のあり方を考えさせられた。

●7  POSTALCO　ig:@postalco.tokyo

●32 資生堂ギャラリー　ig:@shiseidogallery

●31 月光荘　ig:@ginza_gekkoso
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日比谷へ向かってはやく歩く。できる

だけいい道を選ぶが、賭けである。

できるだけまっすぐ。日の射し具合・

風を感じられるか。光るものはある

か。公園の中には夥しい石と池があ

る。噴水は夜見るべきだ。浜離宮は

昼間に行くほかない。シラカバと同じ

くらい松が好き。池はもっと好きだ。

銀座は意外と雑多なところがある。

すでに走り出している。

聞き手（ギョウエイ）：写真が専門でない美術学生に、T3 PHOTO FESTIVAL TOKYOを訪れる際におすすめしたい視点や楽しみ方は何ですか？また、それを通じてどんな発見をしてほしいですか？

話し手（速水さん）：写真の専門でない美術学生からすると、「なんで写真専門のフェスティバル、なんだろう」というのは、絵画フェスティバルだとか、彫刻フェスティバルだとか、あまり聞いたことがなくて、芸術祭というの中に、絵画も彫刻も、写真も、いろんなものも入ってくるではないでし

ょうか。なので、写真という一つのメディウムにフォーカスした芸術祭で、専門性が強い感じがたぶんしてしまうと思っているのです。そもそも、訪れるという選択肢の最初にあまり入ってこないのではないかなと気がしています。だから、T3としてはそれを変えていきたいと思っています。

実際に写真家とか写真を専門に学んでいる人と、美術を学んでいて写真を使って作品を作っている人がいて、この２つが結構分かれていると気がするのです。したがって、T3はそれが分かれていることを認めた上で、T3の場にそれらが統合してみられるような場所を作りたいと思っているのです。

もちろん、写真という、わずか200年ぐらいの歴史なのですけど、その中で培われてきた写真表現というものの目指した作品も見せていくけれども、一方で、美術史の文脈から作られている写真というようなものも、扱っていきたいと思っています。「写真専門のフェスティバルだから、ちょっと、少し自

分と遠いなー」という風に感じてしまうかもしれないけれども、そうではなく、むしろT3という場所だからこそ、写真というものに知れるきっかけ、もう少しその写真というものがどういう可能性を持っているのかということについてか、考えられる場として提示しようと思っているので、そういう

視点で来て欲しい！

だから、まず、「写真、遠い」を捨て、来てもらえると嬉しい。そして、どんな発見をして欲しいと言った時に、写真とは、表現ということだけではなくて、いわゆる文化という側面もあるけど、文明の利器として使われてきた、コミュニケーションの手段として使われてきたみたいなところがあるから、メ

ディアとしては新しいし、かつ日常の中のインフラストラクチャーとして使われているメディアだと思います。その上に、議論できる範囲がものすごく広いだと思っています。例えば、写真の流通、ディストリビューション、使われる写真もあるだろうし、それがいわゆる既存というか、最近「オールドメ

ディア」とか言われ方として、新聞だとか雑誌だとか、あるいはインターネットもあるのだけど、ソーシャルメディアの中で、写真というものがどのように拡散していくか、それがどのような意味を持ちうるかという議論することもできます。また、、カメラの機能性から考えていく時に、「機械における

目」としてのカメラ、僕たちの顔が証明写真として、スマホの解除でもいいだろうし、パスポートの認証として使われたとき、役割がかなり異なります。あるいは、自動運転におけるその世界を判断する目みたいなことも含めて、かなりその広範囲において写真が使われています。監視のような問題が生

じるかもしれないし、データ分析としても使われているというものを考えるツールとしての写真の有用性というのは、ともすれば他のメディア写真というものを自分たちの作品を使ってると思うんだけれども、その写真家に限らず、アーカイブの側面を含めて、写真というものを切り口に現代に私たち

が生きる時代の考えていくことは、アーティストにとってもすごく有用な行為だと思っています。そのような視点からフェスティバル見てもらえると結構面白いではないかと思います。

聞き手（ギョウエイ）：学生時代の速水さんは、現在のお仕事をどのように捉えていましたか？また、その頃の経験がどのように感じ取っていますか？

話し手（速水さん）：全然捉えられなかったです。（笑）

学生の時代に自分がやりたいと思っていたことや、今やっている仕事の乖離具合は、あまりにも大きすぎて想像できていませんでした。こういう仕事があるということもわかっていなかったと思います。だから、みなさんもわかっていなくても全然平気です。その頃の経験がどういう風に役に立ってい

るかとのことなのか…

聞き手（ギョウエイ）：速水さん、元々は美術学生ですよね。

話し手（速水さん）：僕はね、グラフィックデザインを勉強したのですよ。だから美術とは言えないけど、でも一応アート史も勉強したし、手を動かして、アクリルとか、ペインティングとか、あとチャコールとか、写真は触れなかったですよね。でも、しながら、「グラフィックデザインが好きだなぁ」と思っ

ていて、漫画も好きだったし、なんかやっぱグラフィックがかっこいいと思っていたのですよね。（笑）

でも、自分はアーティストになりたい、アーティストという言い方をすると語弊があるけど、クリエイターやデザイナーになりたいとか思っていたから、今の仕事をしたいと思ったことはなかったですね。だから、その頃の経験が生きていることがあるとすれば、クリエイターとしての気持ちは多少わか

るということ。クリエイトすることに対してのリスペクトがあるということかな、自分がしようと思ったけどできなかったから、できる人たちがすごいと思う同時に、全員ができないこともわかっています。自分がそうだったから、やっぱり才能、才能じゃないのかな、努力できる才能もあると思うけ

ど、みんながみんな作家になれないから。

だから、サッカーをサポートする人がいたほうがいい、野球と一緒で、全員がピッチャーになれないし、全員がプロ野球選手になれない。まぁ、サッカーでもいいけど、

コーチになる能力がすごい人がいったりとか、監督がいったりとか、それでもさらにまだフィールドの方に近いけど、だから、先生とか助手とかだよね。そういうの

とは別に、学校を運営するという、もう一個大きい母体があって、それは教えることの能力とちょっと違うかもしれないし、あるいは雑誌だとか、メディアだとか、フ

ェスティバルだとか、キュレーターだとか、オークションだとか、ギャラリーだとかがいいかもしれないけど、それも同じように、そのエコシステムの中の重要なプレ

イヤーだと思っている。だから、当時はたくさんプレイヤーがいるとこと知らなくて、今はたまたまそうしているけど。僕の場合は、このような人はこの業界には必

要だと思って、そこにプレイヤーが足りていなかったら、そこの仕事をするというのが一番いいと重要だと思っているので、それをずっと続けていけて、今の仕事に

なったという感じです。答えになっていますか、聞きたかったことで合っていますか？大丈夫かな。（笑）

聞き手（ギョウエイ）：大丈夫です！

うー、元々はデザイン業界だと知っていましたから、写真とデザインの関係性の話しできればと思いました。（笑）

話し手（速水さん）：どうだろう、どういう繋がりだったか。いや、なんか、デザインと写真の関係性ね。そう言われると、あるのかもしれないよね。（笑）

もちろん。当時学んでいたことはあまり生きていない気がするけど、もしかしたら、もちろんデザインには、環境デザインだとか、コミュニケーションデザインだとか、そのように絵を描くだけのデザインではなくて、「関係性をデザインする」。この人とこの人が会うと面白いことが起こるではないか。

その意味で言うと、もしかしたら自分がやっていることはデザインに近いかもしれないですね。実際に作品を作っているわけではないけど、そのようなものが生まれる環境をデザインするようなことで、そのため、面白いですね。そう言われたらそうかもしれないです。うん、なるほど、今気づきまし

たけど、そのような捉え方もできます。なんか直接的に見えていなかったのです。（笑）

聞き手（ギョウエイ）：学生に向けて、世界中の方々と円滑にコミュニケーションを取るコツや、心かけていることを教えていただけますか。

話し手（速水さん）：興味を持つこと！

相手に対して興味を持つことは僕の場合に大事にしています。もっと基本的なところからいうと、英語勉強しようぜ！というのはありますね。そうですね、もうこれはそんな難しい話しじゃなくて、日本だったら、中国もそうだと思うけど、今だと小学生からやるだけど、俺らの時は中学生からだったよ

ね。中学高校って絶対 やらなきゃいけない

から、六年間はいやで もやらされていたは

ず、だからアルファベ ットが書けない人か、

単語読めない人はあま りいないわけですよ

。だから基本スペック はあって、それ実はす

ごいことだと俺は思っ ているですよ。だって

、韓国語読めないから 聞いてもわからない

。中国語は、ちょっと読 めるではないですか

。漢字が使われている から、意味は違っても

なんとなくわかると か、でもそれはすごく

強いことです。アメリ カからしたら中国語見

ても日本語見てもわか らないけど、日本人は

中国語を見たらちょっ とわかります。例えば

、「出口」と書いてあっ たら、日本人も中国人

でも「出口」と書いて 、グッとわかるではな

いですか。それがすご いことで、だから言語

のコミュニケーション はそれほど難しくな

いはずです。勉強すれ ばできるから、それを

前提としてしなきゃい けないだけど。

でもかつ、その同時に 、コミュニケーション

を取ろうとするとい う意欲がすごく大事で

、なんか「間違ったら どうしよう」とか思っ

ているとできないか ら、とにかく間違って

いてもいいからコミ ュニケーションを取ろ

うとすることが大事 なのね。で、コミュニ

ケーションを取ろうと するのは、俺からする

と無理にやることで はないと思っていて、

相手に対して興味を持 つことかなって思って

いるのですよ。例えば 、ギョウエイさんがコ

ミュニケーション取ろ うと思っている時、俺

の方が知っていること たくさんあるけど、ギ

ョウエイさんの方が知 っていることもたく

さんあるのですね。例 えば、僕は中国の暮ら

しは全然わかんない から、中国にはどの風

に生活をしているか、 実際わからないし、あ

と、家族との関係とか、 大学でどのことを学ん

できたかとか、そのよ うなこと。

だから、他人は自分が 持っていない部分とい

うのを持っていると思 っているので、それを

純粋に知りたいと思っ ているのですね。

聞き手（ギョウエイ）： 好奇心ということです

ね。

話し手（速水さん）：そ う、好奇心です。そう

すると、好奇心を持っ ていた場合、例えばそ

れが、相手が自分より キャリアのある人、若

いうちにはほとんど の人がそうなわけ、い

つの間にか20年ぐらい 経って、半分ぐらいの

人が自分と同じぐらい のキャリアを持ってい

て、もう2分の１ぐら いが自分と異なるキャ

リアを持っています。 だけど、若いうちとい

うの、学生の皆さんだ から、ほとんどの人が

自分よりキャリアを持 っているではないで

すか。相手の仕事に興 味を持つことは１個あ

るだけど、大事なのは 、一応その興味を持っ

ているというのをど う表現するか。すごく

会えて嬉しいという 、こうキラキラさせて

いたら、若いうちはそ れだけで許されるし、

でも徐々にそれだけと ダメになってしまうか

ら、相手のことを調べ る、相手の本を読んで

みるとか、相手のやっ ている展示に行ってみ

るとか具体的に、ここ に対して自分はすごく

興味を持ったとか、こ れに対してすごく感銘

を受けたとか、このよ うな仕事をしている

ということについて、 少なくともお勉強して

きているよというこ とを相手に見せること

がリスペクトだと思っ ています。

常に相手に何を私だっ たら提供できるのだ

ろうかというのを考 えます。例えば、パリ

に行っていた時にポ ンピドゥーセンターの

キュレーターに会って 、あとはジュ・ド・ポー

ム国立美術館の学芸員 たちに会う時に、自分

はどのような仕事を しているかと、相手が

どのようなことして いるかを聞くのと、あ

と、自分たちだったら このようなことが話

を聞いた中で、あなた たちにとって、自分た

ちにとってもそうだけ ど、面白い関係性を築

けるのではないか、や ってみたいなという

ことを、やっぱり常に 話すようにしている

です。だから、向こう が今、日本の写真に興

味を持っていて、この 時代の写真について知

りたいと思っていると いう話があったら、具

体的にこういう写真家 がいるよと言えれば、

もしくは、このような人がその領域について詳しいから、その人たちを紹介することできるよとか。あるいは、その時代が好きなのだったら、この次の時代もすごく面白いよという風に話をすることができるといいなと思っていること。で、そうすると、知識がないとできないから、めちゃくちゃ勉強

をしておく必要があって、いろんな人に顔を出し、いろんなところに顔を出していって、そのような繋がりがあると紹介もできるではないですか。それというのは、興味を持っているからなのですよ。他人に対して、だから、常にいろいろな人に会って、この人自分が持っていないもの持っているかもし

れないから興味あると言って会いに行っているからいろんな人脈ができているし、この時代のこの話が面白いなとか、これがこう繋がってくのだって興味があるから勉強できるから知識が増えるではないですか。で、それが常に雪だるまのように次の人の繋がり、次に人のつながりに繋がっていくと

いう感じです。

聞き手（ギョウエイ）：すごく勉強になりましたね。ありがとうございます。では、次の質問です。今回のBUGマップで特に学生に見てもらいたい「 場所」を教えてくださ

い！

話し手（速水さん）：POTLUCK YAESUという場所があって、そこはすごくいいと思います。まずT3 PHOTO FESTIVAL TOKYO FAIRも　 やったでしょう（笑）。

T3 PHOTO ASIAもやっているし、あと、その学生のポートフォリオ展もやっているし、イベント会場として使っているのだけど、あれ、何がいいか というと、半公共スペ

ースみたいになってい て、 何時から何 時までが時間は限られ

ているのだけど、誰で も入れて、無料 で使えるのですよ。あ

そこのスペース、無料 で使えるという か、その、入って、テー

ブルと椅子があって、 そこで勉強した りとかご飯食べたり

とかして、で、お弁当 持ってきて食べ たりもしていいし、そ

のような場所が東京に あまりなくな いですか。例えば、お

飯食べるにしても、ど っかのカフェで 購入をしてきたもの

は食べられますとか、 ここのカフェで 買ったものはこれ使え

ますとかがあるのだ けど、あそこは なんか普通に、例えば

ちょっと疲れたから休 みたいでも、別 になんか無理にお茶を

。どっかカフェに入ら なくてもいい場 所ないかなと思ったら

そこも行けます。あと 、東京駅が眺め られたりとかして、外

に屋外のスペースがあ るから、あそこ がおすすめかな。

聞き手（ギョウエイ）： 最後に、美術学 生に対して、一言を。

話し手（速水さん）：う ん。一言という のは難しいなと思った

のだけど、なんか、僕 が言いたいこと というのは、自分が心

の底からやりたいと 思ったことをや るということが大事。

だから、そこはすごく センシティブに なった方がいいと思い

ます。先生だとか、親 だとか、友達だ とか、アドバイスとし

てはすごく大事だと思 うのだけど、 本 当に大事なのは、自分

の心の声を聞くという ことだと思って います。アーティスト

になりたいといった時 に、では、どの ようなアーティストに

なりたいのと言った時 に、本当に自分 が興味あることとは

なんなのだろうとい う、その興味の レベルのことがたく

さんあると思うんだ けど、例えばコ ンセプチュアルなもの

が好きということだ としても、もっ と深いところまで行っ

て、なんでコンセプチ ャーなものが好 きなのかとか。この問

題に対しては、どうし ても自分として 、何かずっと付きまと

っているものがある とか、これに対 して、なぜ自分はこう

いう風に感じるのだ ろうかみたい なことを深く取ってい

くと、本当に自分がや りたいものと いうのは結構見えてく

ると思うのですよ。

で、それは頭で考える というよりか 、なんか心なのですよ

ね。これ考えている時 すごく楽しいと か、これだったら俺頑

張れるかもしれないとかと思えることを見つけるということがすごく大事だと思っていて。でも、学生の頃にそれ見つかることが難しいなのです よ。なぜかというと、

人間は想像したことないこととか、経験したことないことから選択肢で作れなくて、例えば、医者になりたいと思ったことありますか。

聞き手（ギョウエイ）：ないです。（笑）

話し手（速水さん）：それと弁護士になりたいと思ったことありますか。 

聞き手（ギョウエイ）：それはあるかもしれないです！

話し手（速水さん）：僕は医者になりたいと思ったことはあまりなくて。うん。多分それは自分の周りに医者がいなかったからだと思うのですよ。う んうん。最近、南極に

行きたいと思ったことも一度もなかったのだけど。というか、そもそも南極に行くという選択肢があまりなくて、自分の中で。 でも、最近、自分の知り合いが南極に行ったのですよ。で、その時に南極とは行ける場所なのだと思いました。というか、その、テレビで見たりだとか、なんか冒険家が行く場所

だと思っていたけど、 本当に行けるものとして南極があるのだということ。でも、それはどういうことかというと、自分が経験しているものとか、知っている世界の範囲のものからしか選択できないのですよ。ということは、学生の時代に経験しているものが少ないじゃないですか。当たり前だけど。

だから、その時にやりたいものを選んでも、それが本当に自分のやりたいものかどうかがわかんないし、もしかしたらもっとやりたいものが見つかるかもしれないという期間ではないですか。そうすると、やはりいろいろなことを経験したほうがいいに変えよう。うん、すごい経験をしたほうがい

いと思います。そうではないと、自分が本当にやりたいものが見つからないと思うから。でも、本当にやりたいものというのは、いきなり見つからないのですよね。だって、これやりたいと思わなくて、やはり自分の心に素直にならなきゃいけないのだから。その2つかな。すごく大事だと思います。

僕が言われたのは、たくさんの人に会いましょうということと、あと、チャレンジ。 

そうそう、チャレンジという、コンフォートゾーンを抜け出さないといけないから。で、そのためには知らない人に会うために本を読みます。できる限り遠いとこに行きます。距離が離れてれば離れているほど、経験値は上がるから。なんか、例えば海外に行ってみます。アメリカとかヨーロッパとかア

ジアもいいけど、 そこがなんとなく想像できる範囲の世界だったりするの。中東とかアフリカとか、南アメリカとかという風に、南半球の距離があればあるほど、全然想像してない世界とか文化圏というのは広がってくるので、そういう経験をたくさん若いうちにしたほうが。お金はあると思うけど、

許される範囲でした方がいいのかな。

聞き手（ギョウエイ）：行きたいですね！

話し手（速水さん）：そうね。でも、そういう意味で言うと、ギョウエイさんのすごいのはさ、この大学の時代に海外から日本に来て、そして日本語という第二言語を使って僕にインタビューをするということやっている、それ自体がすでに普通ではやらない経験をしていると思うのですよ。僕からすれば

すごいことだと思います。だって、僕が中国に行って、向こうがやっているフェアのディレクターだフェスティバルのディレクターに中国語でインタビューをすることと一緒のことだから、それがやはりみんなができることではないと思うので、ギョウエイさんに関しての話になるけど、素晴らしいこ

とだと思います！（笑）

聞き手（ギョウエイ）：ありがとうございました。そう言っていただけると、とても嬉しかったです！これからも挑戦を続けていきたいと思います！

私が紹介するのは、T3 PHOTO FES 

TIVAL TOKYOのファウンダー速水惟

広さんに教えてもらったPOTLUCK YA

ESUです！POTLUCK YAESUは東京

では珍しい誰でも使えるパブリックスペ

ースです。詳しくはQRコードのリンクも

しくは背景に記載の速水惟広さんへの

インタビューを読んでください！インタビ

ューでは「世界中の方々とコミュニケーシ

ョンを取るコツ」や「美術学生へのメッセ

ージ」などもお聞きしていますのでぜ

ひご覧ください！！

文章

写真

●3 

●4 

●20

●23

●18

●6  ビルが作る陰と反射は、

ゆらゆらした面を作り出す。

水色がかった世界。目に優しい美しさがある。

都会にいるのだけど、森の中のようだ。

●9  ここに座ると、

水族館でベンチに

座って水槽を見て

いるような感覚に

なる。水色がかった

窓ガラスと隣接す

るビルの作り出す

陰、そして間接照明

が作り出すこの空

間は、まるで水族

館のような優しい

光でできている。

●8  TODA BUILDING

東京駅周辺は新しい建物が多くてどきどきする。新たな芸術文化の発信

地として最近リニューアルした今一番アツい場所。エントランスや吹き抜け

の共用部分にパブ

リックアート展示、

ギャラリー併設のカ

フェや４つのギャラ

リーがビル内にあり

現代アートの最先端

を知ることができ

る。ギャラリー入口や

パブリックアートの展

示場所を探すのに

ちょっと迷った。

●9  アーティゾン美術館

大学生含め学生は無料※で、良い作

品や重要文化財なんかも見られるの

で東京に来たら大体行く美術館。展

示がかなり斬新でキャプションがなく

空間全体をアートと

している展示空間が

あったりすることも

あって企画が大胆で

良い。とにかく勉強

になる場所。行った

ことない人はとにか

く作品の凄さに圧倒

されてほしい。

※高校生以上は予約が

必要です。

これは放置自転車および放置自転車が撤去されたことを伝えるチラシの

場所を示したマップである。このマップに示された放置自転車はやがて回

収され、その場にはチラシが貼られる。チラシは、風で飛ばされるか掲載

期限をむかえ消えてしまう。つまり、このマップに示されているのは、や

がて消えてしまうものたちである。これにより、このマップはマップとして

の機能を果たせなくなる。都市に潜む多くの“消失”や“変容”は、放置自転

車やチラシにとどまらず、日々、再開発の進む土地やそれによって変化す

る風景など、さまざまなスケールで起きている。この東京駅周辺という“変

容”の活発な環境で、目まぐるしさに対峙したあなたは何を思うだろうか。

放置自転車_02

１台の放置自転車。

色んなバイク、自転車も置かれているが、この自転車だけ警告書が貼ってある。

「警告 この場所に駐車するこ…速やかに移動してくだ…」

撤去しました

この付近の放置自転車は撤去しました。

利用者等は、下記の保管場所でお引き取りください。

日時 令和6年10月22日10:05時頃　自転車に札を取り付け警告しました。

移動日時 令和6年10月22日13:30時頃

台数 １台

撤去しました

この付近の放置自転車は撤去しました。

利用者等は、下記の保管場所でお引き取りください。

日時 令和5年11月27日11:30時頃　自転車に札を取り付け警告しました。

移動日時 令和6年11月27日14:30時頃

台数 １台

撤去しました

この付近の放置自転車は撤去しました。

利用者等は、下記の保管場所でお引き取りください。

日時 令和6年10月22日10:05時頃　自転車に札を取り付け警告しました。

移動日時 令和6年10月22日13:30時頃

台数 １台

撤去しました

この付近の放置自転車は撤去しました。

利用者等は、下記の保管場所でお引き取りください。

日時 令和6年10月5日9:40時頃　自転車に札を取り付け警告しました。

移動日時 令和6年5日13:15時頃

台数 １台

撤去しました

この付近の放置自転車は撤去しました。

利用者等は、下記の保管場所でお引き取りください。

日時 令和6年3月30日11:15時頃　自転車に札を取り付け警告しました。

移動日時 令和6年3月30日15:00時頃

台数 １台

撤去しました

この付近の放置自転車は撤去しました。

利用者等は、下記の保管場所でお引き取りください。

日時 令和6年9月21日9:40時頃　自転車に札を取り付け警告しました。

移動日時 令和6年9月21日14:15時頃

台数 １台

撤去しました

この付近の放置自転車は撤去しました。

利用者等は、下記の保管場所でお引き取りください。

日時 令和6年11月13日9:40時頃　自転車に札を取り付け警告しました。

移動日時 令和6年11月13日13:50時頃

台数 １台

放置自転車_01

２台の放置自転車。向かいの車線に「放置自転車撤

去作業中」と書かれたトラックが停車しているから

そろそろいなくなるかも。

●1  東京駅から徒

歩3分のところに

あるリクルートホ

ールディングスの

アートセンターで

す。天井が高い

ことをいかした

BUG な らで は

の展覧会やBUG 

Art Award、アー

トワーカー向けの

イベントが開催さ

れています。外か

らの自然光で季

節や時間によって

作品の見え方の

変化を楽しめる空間です。作品の鑑賞後は併設

のカフェでほっと一息。ゆるりとした時間を過ご

すことができます。

 BUGに併設されている

白と木目を基調としたカ

フェです。大通りが見渡せ

るカウンター席の店内は

展示を見に来た方やゆっ

くり自分の時間を楽しみ

たい方にぴったりです！

コーヒーや軽食はもちろ

ん、夜にはビールやおつ

まみまで提供しており仕

事終わりにも楽しめま

す。特にBUGで開かれ

る展覧会との期間限定の

コラボメニューは見た目

も楽しく大好評です！
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●13 VINYL→初めて東京駅に来た高校生のときから好きなショップ。

モダンギャラリーのホワイトキューブみたいな洗練された空間に、

カラフルで毒っけのあるアイテムが並ん でいるの

が現代アートの展示空間っぽくて 好き。

一点モノの作品はもちろん、

量産のグッズもウォーホルの

作品みたいに同じモノが

たくさん並んでいる面白

さと不思議さがあって魅力

的だと思う。せっかくの取

材なので初めて店員さんに

話しかけてみた。（すごく緊張

した笑）  作家との企画は、店頭で　 働く店

員さんも一緒になって考えることもある のだそう。作

家とショップのスタッフが一緒にオリジナルグッズを考えることもあ

るらしい。作家を呼んで展示、販売するだけでなく提案して一緒に

作っていくのがいいなと思った。ショップのことがもっと好きになっ

たので思いきって聞いてみてよかった！

 ●12 ものとアート→日本の作家をメイ

ンに取り上げたショップのよう。予

備校の憧れていた先輩の作品がた

またま置いてあってドキドキした！

ガラスのアクセを作っている作家さん

が音楽系から転向した面白い経歴を

持っている人で、色々できる人はすごいなと

思った。作品のタイトルがクラシックの曲名

なのがハイセンス。アクセ、食器、手帳や文房具など、実

際に日常の中で使えるアイテムが多くてアートに深く関

わったことのない人でも気軽に作品を手もとに置ける

し、それをきっかけにアートのことを好きになってく

れたらいいなと思った。

自分の趣味は、時間が許す限り美術館or美術スポットをはしごすること…。東京に来て、

せっかくなら短時間かつ一箇所で大量の作品を観たい…（休憩スポットもあったら尚嬉し

い）。そんな最中、全ての悩みを解決してくれた「丸の内ストリートギャラリー」に出逢えた

ので、ピックアップして書いてみます。

●17 丸の内仲通りにある「丸の内ストリートギャ

ラリー」、これらの周辺に点在しているパブリッ

クアートは約20個以上あります。（びっくり！芸

術祭レベルで多い！しかも彫刻家の中でも有

名人の作品がいっぱい！）このエリアでは定期

的に作品の入れ替えもあるそうです。通いた

い。しかも東京駅から、徒歩数分の距離&屋

外に作品があって建物の閉店時間等の時間制

限がないので、東京駅に寄るついでや隙間時

間、夜に観るのもいいかも。

●25 カヤトーストを食べた。

カヤトーストはこんがり焼いた

パンにカヤジャム（ココナッツ

ベース）が塗られているシンガ

ポールのソウルフード。

わたしはココナッツ苦手だから

シュガー&バターのカヤトースト

を注文した。

わたしが知ってるトーストより

もラスクに近くてお菓子みたい

だった。すき。

また会おうカヤトースト！

●31 スケッチブックとパレット

買った！

水彩で描いても紙が縮まな

い、テクスチャーのクセがな

くて最高である。

ほかのも買わなくちゃ！

●27 色鉛筆で黒い紙に描いたら発色がき

れいだった。わたしが求めてたやつが。

今度買いにいく！

※現在は修復されています。
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●21 はしごして疲れたら「丸の内ブリックスクエア 一号館広場」で一息。大都会の東京でゆっ

たり自然を堪能できるスポットがあることに感動しました。近未来的な洋風の自然スポット

です。近づいても（約20cmくらいの距離感でも）全く逃げない鳥達が数羽いて息抜きに鳥

観察などもオススメ。

安田侃（やすだかん）「天空」2006

●16 オススメ作品。でかい枕のようにも見えるが石

でできている。タイトルが作品の足元でなく、近

辺の建物の柱に括り付けられていて探すのに約

数十秒の格闘…。そんな作品の表面はさらさらと

している独特な手触り。乱立したビル、人混みに

揉まれ疲弊した心にぽっと暖かな癒しが…（作品

の表面は冷たい）。この作品、正面にある建物の

頭文字、Mの形に見えなくも無いかも…？

名和公平「Trans-Double Yana（Mirror）」2012

●15 東京駅近くのインターメディアテクに

ぜひ行ってみてね。珍しい標本とかユ

ニークな研究成果もいっぱいあるし、

歴史と学術的な雰囲気も素敵だよ。古

代の化石から繊細な生物標本まで、ど

の展示品も物語がいっぱい。ここは照

明もすごいよくて、繊細な質感をユニー

クなアングルで捉えることができて、特

に大きな標本は見た目にもインパクトが

あるから迫力ある写真が撮れるよ！

●30 ねえ、写真を撮るのが好きなら、銀

座のアートアクアリウム美術館がおすす

めだよ。ここは金魚の展示だけじゃなく

て周りのインスタレーションアート空間も

面白いし、カラフルでユニークな形の伝

統的な金魚とか、新種の金魚とか、視

覚の饗宴って感じ。光、影、金魚のしな

やかな美しさをいろんな角度から写真

に撮れるよ！ここは完璧な美術館！

左上：アカショウビン

左下：ノウサギ　　　　　右：オオホンセイインコ
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●26 都内を繋ぐ電車の下に、ひっそりとご飯屋さんが並んでいる。色んなお店

があるけれど、どこもお客さんはスーツの人ばかり。

そしたら、コーヒーを飲んで

ても、ラーメンを食べてても

電車が通る度にぐらぐらと

揺れた。お尻が震えてスープ

が波立つ。コーヒーも渦巻く

…（程では無いけど）でも、

確かにこの頭上に電車が

通っている事が分かった。今

日も東京は生きている。震

えるラーメンとサラリーマン

を見てそう思った。

そんな人達に紛れて、

私も幾つかのお店に入ってみた。
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●11 ビルを避けたくて自然と裏路地に入る。

植木鉢がある。植木鉢はあればあるほど生活にゆとりを感じる。安心感。

ある植木鉢の木が、鉄扉を押し開けようとしていた。

日影だからここが室内だと勘違いしているのかもしれない。

その向こうはきっと室外機とゴミ捨て場しかない。それでも木はまだ扉か

ら出ることを諦めていないはず。

誰かが扉を開けた時、この木は光を求めてちょっとだけいつもより早く伸

びるのかもしれない。

●33 風も木も鳥も人も、お互い影響さ

れて揺れ進みまた戻っていく。ここ

は大きくて、小さい私達の意識は拡

散されていってマイペースになれる。

動く人の中に眠るカモが見えた。一

人で寝ている。からっと晴れた空

に紅葉の赤がよく映える。走るラン

ナーを見て、横目に見える景色さえも

綺麗なのかと思って私も走った。

●34 東京駅近辺は人間ばかりで

もふもふな癒しが

欲しいよ～（ ;  ; ）

そんな人にこの公園は

ぴったりだと思う。

なんてったって

可愛いスズメがいる。

私がリサーチした11月末は

スズメの羽がもふもふだった。

東京のスズメだからか

人馴れしていて

近くでスズメを見ることができて

すごくうれしかった。

●33 なぜかたんぽぽが咲いていて

綿毛もあった。（11月）

ベンチがめちゃたくさんあるけど

私が行った昼間は

全然誰も座ってなかったから

人がいないところで

座って休憩したい人に

おすすめしたい。

シロツメクサだと思って

四葉のクローバーを探したけど

シロツメクサに似てる

カタバミだったし

四葉は無かったです（ ;  ; ）

●24 静嘉堂は東洋の古美術品を中心に収蔵している美術館です。東京駅か

ら歩いてすぐ、建物自体も重要文化財で国宝なんかも見られちゃう、そん

なスポットです。

「静嘉堂」の名前は中国の古典『詩経』の大雅、既酔編の「籩豆静嘉（へんと
うせいか）」という句が由来なんだとか…

※1,2 ともに浦山悠の作品で静嘉堂文庫美術館の収蔵作品と関係ございません。

【籩豆静嘉】※1

　 こ　　　しょく　　 そう　　　　ぜん

【不易流行】※2

静嘉堂文庫美術館に来たら絶対に外せ

ないのが『曜変天目』。世界に3つしか

残っていないのになぜか3つとも日本に

あって、その中でも最も華やかと言われ

る1つがここにはあるのです。そしてな

んと、『曜変天目』のぬいぐるみが買え

ます！




